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■ 海外トピックス
（1）海外展示会情報
　海外展示会情報を機関誌「No-Dig Today」に掲載し，
会員の皆様に情報提供しようと取組んでいるところで
す。前回はUCTについてご報告することができまし
た。このたびは芦森工業㈱様のご協力で「NASTT　
No-Dig Show」を紹介することができました。ありが
とうございました。今後とも海外展示会参加情報収集
に心を配り掲載に勤めてまいります。
（2）第19回中国国際非開削技術研究討論会・展覧会
　4月10日〜12日の日程で中国の青島市で開催され，
当協会からは楠田副会長が参加されました。詳しくは
本文をご覧ください。
（3）香港STTとのワークショップの開催
　4月17日（金）香港理工大学にて開催いたしました。
日本側からは4社のご参加をいただきました。詳しく
は本文をご覧ください。

■ JSTTの委員会等活動
（1）理事会
　3月13日（金）第13回理事会を開催しました。平
成26年度事業計画報告及び決算見込みや平成27年度
事業計画について審議をしました。

（2）技術委員会
　4月24日（金）第80回技術委員会を開催しました。
第22回非開削技術講演会の開催計画を審議し，「海外
展開の取組（仮称）」をテーマに据え講演会を実施する
こととしました。具体的には知的財産の保全や契約と
いった視点や海外における期待される日本の非開削技
術や実践報告などの講演を考慮することとなりました。
（3）企画委員会
　6月3日（水）第4回企画委員会を開催いたしました。
昨年再出発し，早1年が経ちました。会員は何を協会
に求めるのか，何をしてほしいのかといったスタンス
でフリートーキングを行い，機関誌の配付先の見直し，
モニターの実施などや海外STTとの交流など実現す
ることができました。

　今回の委員会では，平成28年度に向け何か一つ新
しいことを始めることを目標に設定しました。施策の
立案に向け，11月を目途に委員からレポートの提出
をいただき論議することとしました。
（4）機関誌「No-Dig Today」編集委員会，
　　　編集小委員会
【編集委員会】
　4月14日（火）編集委員会を開催しました。機関誌

「No-Dig Today」第91号（4月1日発行）の完成を確
認するとともに第92号（7月1日発行）の特集テーマ
の執筆者やその他記事内容を確認しました。また，海
外非開削新事情（仮称）の第一弾として香港STTに
記事提供をお願いすることとしました。
【第115回編集小委員会】
　4月14日（火）編集委員会に先立ち編集小委員会を
開催し，機関誌「No-Dig Today」第91号（4月1日発
行）の完成確認や第92号（7月1日発行）の記事内容
や執筆者を確認しました。
【第116回編集小委員会】
　6月1日（月）編集小委員会を開催し，機関誌「No-Dig 
Today」92号（7月1日発行）の原稿の入稿状況を確
認するとともに93号の特集「小口径管路の非開削建
設技術」の執筆検討依頼先を洗い出しました。
（5）HDD（誘導式水平ドリル）工法委員会
　4月7日（火）第61回HDD（誘導式水平ドリル）工
法委員会を開催し，6月10日（水）に開催する「環境
に優しい非開削技術（HDD工法）講習会」の実施に
ついて最終的な意識合わせを行いました。講演に使用
する資料や印刷・配付する資料の確認，案内状の送付
先，講演者の分担などを決めました。
【環境に優しい非開削技術（HDD工法）講習会】
　6月10日（水）午後新宿NSビル会議室において講
習会を実施しました。首都圏を中心に役所やコンサル
タント会社に案内状をだし，43名の参加をいただき
HDD工法を説明しました。写真速報を参照ください。
詳細は次号にてお知らせします。
（6）地下探査委員会
　6月9日（火）第20回地下探査委員会を開催しました。

「非開削地下探査技術適用の手引き」のマニュアル化
へ取り組んでいます。また，測定結果報告様式の必要
性についても検討することとしました。
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